
付票 
申立てをされた方へ（夫婦関係調整事件用） 

 
 こ れ は 調 停 進 行 の 参 考 の た め に う か が う も の で す か ら ， お 分 か り に な る 範 囲 で 記 入 し ， 申

立 書 と 一 緒 に 提 出 し て く だ さ い 。 欄 が 足 り な い 場 合 は 別 紙 に 記 入 し て も 構 い ま せ ん 。  

 

※この付票は相手方には送付されません。    
 
（夫婦の状況）  

申  立  人 相  手  方 

氏   名 年齢 続柄 職業・学年 氏   名 年齢 続柄 職業・学年

 
現在，同居中の家 
族について記入し 
てください。 
※申立人と相手方 
が同居中の場合は，

申立人欄に記入し 
てください。 

        

 
収入について記入 
してください。 

 

月収（手取り） 約       円 
賞与（年合計） 約       円 
実家等の援助を受けている。 

月額約       円 
公的扶助等を受けている。 

月額約        円 

 

月収（手取り） 約       円 
賞与（年合計） 約       円 
実家等の援助を受けている。 

月額約       円 
公的扶助等を受けている。 

月額約        円 

 
学歴を記入してく 
ださい。 

 
 □大学  □専門学校 
 □短大  □中学 
 □高校  □その他（      ） 
      □ 卒業 
      □ 中退 

 
□大学  □専門学校 
□短大  □中学 
□高校  □その他（      ） 
     □ 卒業 

□ 中退 

 

資産について記入 

してください。 
 

 
□あり→□土地 □建物 
    □預貯金□その他（     ）

□なし→□借金が□ある（     円位）

□ない 
 

 
□あり→□土地 □建物 
    □預貯金□その他（     ） 

 □なし→□借金が□ある（     円位）

         □ない 

 

住居について記入 

してください。 

 
□自宅（     ㎡・坪） 

□賃貸（家賃月額     円） 

□その他（         ） 

 

 
□自宅（     ㎡・坪） 

□賃貸（家賃月額     円） 

□その他（         ） 

1 



（夫婦の状況）  

 
あなたの職業 

 

 

 

 

 

（ 勤 務 先 ）

勤務先に連

絡しても，

□構わない。

□困る。 

（ 名   称 ）  

                        

（所 在 地）〒 

 

                                

（ 電 話 番 号 ）  

               （    ） 

相手方の職業 

 

（ 勤 務 先 ）

（ 名   称 ）  

                        

（所 在 地）〒 

 

                                

（ 電 話 番 号 ）  

               （    ） 
 

この問題で，これ 

までに調停や審判 

を利用したことが 

ありますか。 
 

 

□ある。→□今も続いている。 □終わった。 

平成   年   月ころ       家庭裁判所     支部で 

申立人の氏名           

事件番号 平成   年（家  ）第    号 

  事 件 名                  

□ない。  
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（申立人の考え） 

 

 

 

 

 

夫婦関係又は内縁 

関係が不和となっ 

た事情，その後の 

いきさつなどを記 

入してください。 

 

 

 

今回の調停での争 

点は何になると思 

いますか。 

 

□離婚／内縁関係解消 すること 
□子どものこと（□親権 □面会交流 □養育費 □その他            ）

□財産分与又は慰謝料の額 
□生活費のこと 

□年金分割のこと 
□その他（                                  ）

 

この申立てをする 

ことを相手方に伝 

えましたか。 

 
□伝えた。→相手方の反応は 

      □裁判所を利用することに同意した。 

      □裁判所を利用することに反対した。 

      □特に反応はなかった。 

      □その他（                            ）

□伝えていない。 

→その理由は 

 □話合いに応じそうになかった。 

 □話をしても無駄だと思った。 

 □感情的になり暴力をふるわれそうだった。 

 □その他（                            ）

 

相手方は裁判所に 

来ると思いますか。 

 

□来ると思う。 

□来ると思うが，話合いは進まないと思う。 

 →（理由                                  ）

□来ないと思う。 

 →（理由                                  ）

□わからない。 

 →（理由                                  ）

 

調停の話合いはう 

まく進められると 

思いますか。 

 

□進められると思う。 
  
□進められないと思う。その理由は，                   
□意見があまりにも食い違っている。  □感情的で，意地になっている。 
□裁判所でも暴力をふるうおそれがある。□態度がはっきりしなかった。 
□裁判所へ来ないと思う。       □その他 

□分からない。 

 
相手方のことで特 
に伝えておきたい 
ことはありますか。 

 
□ない。 

□ある。→具体的に 
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（相手方の状況） 
 

相手方の暴力につ 

いて記入してくだ 

さい。 

 

□相手方は裁判所で暴力をふるう可能性はありますか。 
□ある。     □ない。    □分からない。 

□配偶者暴力に関する保護命令の申立て（ＤＶ防止の申立て）をしましたか。 
□はい（申立年月日 平成  年  月  日） □いいえ 

□申立てをした方へお聞きします。保護命令は出ましたか。 
□はい（命令書の写しを出してください。） □いいえ 

□保護命令の内容はどのようなものですか。 
□接近禁止命令（６か月間）   □退去命令（２か月間） 
□子への接近禁止命令      □住居付近のはいかい禁止命令 

 

（その他） 

 

自分自身のことで 

特に伝えておきた 

いことはあります 

か。 
 

 

□ない。 

□ある。→具体的に □妊娠中（   か月） 

□通院加療中（病名，病状など               ）

□その他（                        ）

 
 
 
 

 
 

 

子どものことで気 

をつけてほしいこ 

とがあれば記入し 

てください。 

 
 

 

調停の進め方につ 

いて要望があれば 

記入してください。 
 

 
□相手方とできるだけ顔を合わせたくない。  

□調停日時は〔  曜日の□午前 □午後〕を希望する（注：希望にそえないこともあります）。

□その他                                     

                                         

                                          

 

相手方は，申立書 

に記入した住所を 

知っていますか。 

 

□知っている。   

 

□知らない。 
→あなたの住所を □知られてもよい。 

□知られたくない。 

 

裁判所からあなた 

への呼出のための 

連絡先 

 

□個人名で連絡し

てほしい。 

（平日昼間の連絡先を記入してください。） 

〒     －          電話番号      （    ） 

□山形県 

 

□                            （        方）

 

この連絡先を相手方に知られることについて □構わない。 □困る。 
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